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学
習
を
始
め
る
前
に

①
必
ず
用
意
し
て
く
だ
さ
い

・
ノ
ー
ト

（
学
習
し
や
す
い
よ
う
に
、
漢
字
の
ノ
ー
ト
と
国
語
の
ノ
ー

ト
を
分
け
る
な
ど
工
夫
を
す
る
こ
と
。
）

・
筆
記
用
具
（
赤
ペ
ン
も
用
意
す
る
こ
と
。
）

②
注
意

・
大
事
だ
と
思
う
と
こ
ろ
は
ノ
ー
ト
に
書
い
て
く

だ
さ
い
。

・
こ
の
ビ
デ
オ
で
使
っ
て
い
る
ス
ラ
イ
ド
を
印
刷

し
た
い
人
は
、
最
後
の
お
知
ら
せ
を
見
て
く
だ

さ
い
。

・
「
ビ
デ
オ
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ

た
ら
、
ビ
デ
オ
を
止
め
て
、
先
生
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
ビ
デ
オ
を
止
め
た
り
、
も

う
一
度
ビ
デ
オ
を
見
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
を
く
だ
さ
い
。



漢
字
テ
ス
ト

①

読
み
方
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

遣
う

拝
啓

御
中

普
及

要
件

簡
潔

安
否



漢
字
テ
ス
ト

①

《

答
え
合
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。
》

遣
う

拝
啓

御
中

普
及

要
件

簡
潔

安
否

つ
か
う

は
い
け
い

お
ん
ち
ゅ
う

ふ
き
ゅ
う

よ
う
け
ん

か
ん
け
つ

あ
ん
ぴ



漢
字
の
テ
ス
ト

②

⑴

言
葉
づ
か
い
に
気
を
つ
け
て
書
く
。

⑵

改
ま
っ
た
手
紙
で
は
「
ハ
イ
ケ
イ
」
を
使
う
。

⑶

相
手
が
会
社
の
場
合
は
「
お
ん
ち
ゅ
う
」

と
書
く
。

⑷

電
話
が
普
キ
ュ
ウ
し
た
。

⑸

伝
え
る
べ
き
ヨ
ウ
ケ
ン
が
カ
ン
ケ
ツ
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

⑹

ア
ン
ピ
を
尋
ね
る
。



漢
字
の
テ
ス
ト

②

《

答
え
合
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。
》

⑴

言
葉
遣
い
に
気
を
つ
け
て
書
く
。

⑵

改
ま
っ
た
手
紙
で
は
「
拝
啓
」
を
使
う
。

⑶

相
手
が
会
社
の
場
合
は
「
御
中
」
と
書
く
。

⑷

電
話
が
普
及
し
た
。

⑸

伝
え
る
べ
き
要
件
を
簡
潔
に
述
べ
る
。

⑹

安
否
を
尋
ね
る



漢
語

和
語

外
来
語

僕
が
バ
ス
で
学
校
に
行
く
と
き
は
、
朝
ご
は
ん
に
軟
ら
か
い
パ
ン
を
食
べ

ま
す
。
汚
れ
た
お
皿
と
コ
ッ
プ
を
洗
剤
で
洗
っ
て
か
ら
、
急
い
で
家
を
出
ま

す
。
バ
ス
は
遅
く
な
る
と
混
ん
で
い
る
の
で
注
意
し
て
い
ま
す
。

１
．
漢
語

例
文
の
「
僕
・
学
校
・
洗
剤
・
注
意
」
は
漢
字
の
音
を
使
っ
た
語
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
語
を
漢
語
と
い
う
。
だ
た
し
、
漢
字
で
書
か
れ
て
い
な
く
て
も

漢
語
の
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
僕
」
は
、
音
読
み
の
漢
字
で
で
き
て
い

る
の
で
、
ひ
ら
が
な
で
「
ぼ
く
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
漢
語
で
あ
る
。

日
本
は
中
国
と
の
交
わ
り
が
深
く
、
多
く
の
漢
字
や
漢
語
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
。
ま
た
、
漢
語
の
中
に
は
、
日
本
で
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た

語
も
あ
る
。

一
般
的
に
「
議
論
・
情
報
・
自
由
」
な
ど
、
抽
象
的
な
意
味
の
言
葉
は
漢

語
が
多
い
。

２
．
和
語

例
文
の
「
行
く
・
と
き
・
軟
ら
か
い
」
や
「
が
・
に
・
を
・
ま
す
」
な
ど
、

昔
か
ら
日
本
で
使
わ
れ
て
き
た
言
葉
を
和
語(

大
和
言
葉
）
と
い
う
。
「
行

く
」
の
よ
う
に
漢
字
で
書
か
れ
て
い
て
も
訓
読
み
の
場
合
は
和
語
で
あ
る
。

和
語
は
「
て
・
に
・
を
・
は
」
や
「
で
す
・
ま
す
・
ら
し
い
」
な
ど
の
よ

う
に
、
日
本
語
の
文
の
組
み
立
て
の
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
山
・
川
・
海
」
「
あ
る
・
な
る
・
歩
く
」
の
よ
う
に
、
日
常
の
基

本
的
な
言
葉
も
和
語
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
新
出
漢
字
〉

軟
ら
か
い

洗
剤

汚
れ
る

抽
象
的

占
め
る

や
わ

ザ
イ

よ
ご

チ
ュ
ウ

し
め



３
．
外
来
語

外
来
語
は
外
国
か
ら
取
り
入
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
以
降
は
、

主
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ま
た
江
戸
時
代
末
期
以
降
は
、
英
語
、

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
西
欧
諸
国
か
ら
取
り
入
れ
た
語
が
増
え
た
。

例
文
の
中
の
「
バ
ス
」
は
英
語
か
ら
、
「
パ
ン
」
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
、

「
コ
ッ
プ
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
と
り
い
れ
た
語
で
あ
る
。

外
来
語
の
一
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
形
が
変
え
ら
れ
て
い
る

た
め
、
元
の
く
に
で
は
通
じ
な
い
言
葉
に
な
っ
て
い
る
語
も
多
い
。
「
デ

パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
・
ジ
ー
パ
ン
・
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」
な
ど
。

外
来
語
は
、
一
般
に
片
仮
名
で
書
き
表
す
。
そ
の
際
、
例
え
ば
「
バ
イ
オ

リ
ン
」
と
書
く
代
わ
り
に
、
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
の
よ
う
に
、
元
の
外
国
語

の
音
に
よ
り
近
い
書
き
表
し
方
を
す
る
場
合
が
あ
る
。

①
ど
の
よ
う
な
言
葉
に
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
例
を
探
し
て
み
よ
う
。

〈
新
出
漢
字
〉

西
欧オ

ウ



昨
日
、
紀
伊
国
屋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
や
「
ア
ク
セ
ス
」
な
ど
の
言
葉
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
よ
く
見
か
け
る
言
葉
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
い
人

に
と
っ
て
は
わ
か
り
に
く
い
言
葉
で
あ
ろ
う
。

外
来
語
に
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
語
に
な
か
っ
た
事
物
や
考
え
方
を
表
現
す

る
こ
と
ば
と
し
て
、
日
本
語
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
優
れ
た
面
が
あ
る
。
し

か
し
、
む
や
み
に
使
う
と
内
容
が
伝
わ
り
に
く
く
、
相
手
が
戸
ま
ど
う
こ
と

に
な
る
。
相
手
や
場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
む
や
み
に

使
う
の
は
ひ
か
え
る
べ
き
で
あ
る
。

混
種
語

漢
語
、
和
語
、
外
来
語
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
た
語
も
あ
る
。
こ
れ
を
混

種
語
と
い
う
。

混
種
語
に
は
、

和
語
＋
漢
語
・
・
・
水
栽
培

和
語
＋
外
来
語
・
・
・
紙
コ
ッ
プ

外
来
語+

漢
語
・
・
・
ス
キ
ー
場

の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
。

語
の
種
類
と
使
い
分
け

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
和
語
が
多
い
分
野
、
漢
語
が
多
い
分
野
、

外
来
語
が
多
い
分
野
が
あ
る
。
②
魚
の
名
前
、
野
球
の
用
語
や
す
も
う
の
用

語
、
体
の
器
官
の
名
前
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
言
葉
を
集
め
て
、
語
の

種
類
を
考
え
よ
う
。

ま
た
、
③
元
来
は
同
じ
言
葉
を
表
す
言
葉
で
も
、
語
の
種
類
に
よ
っ
て
、
意

味
や
イ
メ
ー
ジ
が
違
っ
て
く
る
場
合
が
あ
る
。
「
ラ
イ
ス
・
ご
飯
・
飯
」
で

は
、
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
か
考
え
よ
う
。

〈
新
出
漢
字
〉

掲
載

ケ
イ
サ
イ



新
出
漢
字

書
い
て
覚
え
な
さ
い
。

軟
ら
か
い

洗
剤

汚
れ
る

抽
象
的

占
め
る

西
欧

掲
載

や
わ

ザ
イ

よ
ご

チ
ュ
ウ

し
め

オ
ウ

ケ
イ
サ
イ



漢
字
の
学
習

⑴

軟
ら
か
い
ス
ポ
ン
ジ
で
洗
う
。

⑵

中
性
洗
剤
を
使
う
。

⑶

洋
服
が
汚
れ
る
。

⑷

抽
象
的
な
意
味
の
言
葉
。

⑸

女
性
が
九
割
を
占
め
る
。

⑹

西
欧
か
ら
取
り
入
れ
る
。

⑺

新
聞
に
記
事
を
掲
載
す
る
。



漢
語
・
和
語
・
外
来
語
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

僕
が
バ
ス
で
学
校
に
行
く
と
き
は
、
朝
ご
は
ん
に
軟
ら
か
い
パ
ン
を
食
べ
ま
す
。
汚
れ
た
お
皿
と
コ
ッ

プ
を
洗
剤
で
洗
っ
て
か
ら
、
急
い
で
家
を
出
ま
す
。
バ
ス
は
遅
く
な
る
と
混
ん
で
い
る
の
で
注
意
し
て
い

ま
す
。

１
．
漢
語

例
文
の
「
僕
・
学
校
・
洗
剤
・
注
意
」
は
漢
字
の
音
を
使
っ
た
語
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
語
を
漢
語
と
い
う
。
だ
た
し
、
漢
字
で
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
漢
語
の

場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
僕
」
は
、
音
読
み
の
漢
字
で
で
き
て
い
る
の
で
、
ひ

ら
が
な
で
「
ぼ
く
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
漢
語
で
あ
る
。

日
本
は
中
国
と
の
交
わ
り
が
深
く
、
多
く
の
漢
字
や
漢
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
、

ま
た
、
漢
語
の
中
に
は
、
日
本
で
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
語
も
あ
る
。

一
般
的
に
「
議
論
・
情
報
・
自
由
」
な
ど
、
抽
象
的
な
意
味
の
言
葉
は
漢
語
が

多
い
。

２
．
和
語

例
文
の
「
行
く
・
と
き
・
軟
ら
か
い
」
や
「
が
・
に
・
を
・
ま
す
」
な
ど
、
昔

か
ら
日
本
で
使
わ
れ
て
き
た
言
葉
を
和
語(

大
和)

言
葉
と
い
う
。
「
行
く
」
の
よ

う
に
漢
字
で
書
か
れ
て
い
て
も
訓
読
み
の
場
合
は
和
語
で
あ
る
。

和
語
は
「
て
・
に
・
を
・
は
」
や
「
で
す
・
ま
す
・
ら
し
い
」
な
ど
の
よ
う
に
、

日
本
語
の
文
の
組
み
立
て
の
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
山
・
川
・
海
」
「
あ
る
・
な
る
・
歩
く
」
の
よ
う
に
、
日
常
の
基
本
的
な
言
葉

も
和
語
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

漢
語

語

和
語

語

（

）
に
合
う
言
葉
を
入
れ
て
、
漢
語
・
和
語
を
ま
と
め
な
さ
い
。

漢
語

漢
語
に
は
、
日
本
で
（

）
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
語
も
あ
る
。

ま
た
、
一
般
的
に
（

）
な
意
味
の
言
葉
が
多
い
。

和

語

和

語

は

（

）

と

も

呼

ば

れ

る

。

ま

た

、

（

）
の

う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

。



漢
語
・
和
語
・
外
来
語
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

僕
が
バ
ス
で
学
校
に
行
く
と
き
は
、
朝
ご
は
ん
に
軟
ら
か
い
パ
ン
を
食
べ
ま
す
。
汚
れ
た
お
皿
と
コ
ッ

プ
を
洗
剤
で
洗
っ
て
か
ら
、
急
い
で
家
を
出
ま
す
。
バ
ス
は
遅
く
な
る
と
混
ん
で
い
る
の
で
注
意
し
て
い

ま
す
。

１
．
漢
語

例
文
の
「
僕
・
学
校
・
洗
剤
・
注
意
」
は
漢
字
の
音
を
使
っ
た
語
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
語
を
漢
語
と
い
う
。
だ
た
し
、
漢
字
で
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
漢
語
の

場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
僕
」
は
、
音
読
み
の
漢
字
で
で
き
て
い
る
の
で
、
ひ

ら
が
な
で
「
ぼ
く
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
漢
語
で
あ
る
。

日
本
は
中
国
と
の
交
わ
り
が
深
く
、
多
く
の
漢
字
や
漢
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
、

ま
た
、
漢
語
の
中
に
は
、
日
本
で
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
語
も
あ
る
。

一
般
的
に
「
議
論
・
情
報
・
自
由
」
な
ど
、
抽
象
的
な
意
味
の
言
葉
は
漢
語
が

多
い
。

２
．
和
語

例
文
の
「
行
く
・
と
き
・
軟
ら
か
い
」
や
「
が
・
に
・
を
・
ま
す
」
な
ど
、
昔

か
ら
日
本
で
使
わ
れ
て
き
た
言
葉
を
和
語(

大
和)

言
葉
と
い
う
。
「
行
く
」
の
よ

う
に
漢
字
で
書
か
れ
て
い
て
も
訓
読
み
の
場
合
は
和
語
で
あ
る
。

和
語
は
「
て
・
に
・
を
・
は
」
や
「
で
す
・
ま
す
・
ら
し
い
」
な
ど
の
よ
う
に
、

日
本
語
の
文
の
組
み
立
て
の
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
山
・
川
・
海
」
「
あ
る
・
な
る
・
歩
く
」
の
よ
う
に
、
日
常
の
基
本
的
な
言
葉

も
和
語
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

漢
語

語

和
語

語

（

）
に
合
う
言
葉
を
入
れ
て
、
漢
語
・
和
語
を
ま
と
め
な
さ
い
。

漢
語

漢
語
に
は
、
日
本
で
（

）
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
語
も
あ
る
。

ま
た
、
一
般
的
に
（

）
な
意
味
の
言
葉
が
多
い
。

和

語

和

語

は

（

）

と

も

呼

ば

れ

る

。

ま

た

、

（

）
の

う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

。

漢
字
の
音
を
使
っ
た

古
く
か
ら
日
本
で
使
わ
れ
て
い
た

漢
字

抽
象
的大

和
言
葉

文
の
組
み
立
て



３
．
外
来
語

外
来
語
は
外
国
か
ら
取
り
入
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
以
降
は
、

主
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ま
た
江
戸
時
代
末
期
以
降
は
、
英
語
、

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
西
欧
諸
国
か
ら
取
り
入
れ
た
語
が
増
え
た
。

外
来
語
の
一
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
形
が
変
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
元
の
国
で
は
通
じ
な
い
言
葉
に
な
っ
て
い
る
語
も
多
い
。
「
デ
パ
ー
ト
・

ス
ー
パ
ー
・
ジ
ー
パ
ン
・
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」
な
ど
。

外
来
語
は
、
一
般
に
片
仮
名
で
書
き
表
す
。
そ
の
際
、
例
え
ば
「
バ
イ
オ
リ

ン
」
と
書
く
代
わ
り
に
、
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
の
よ
う
に
、
元
の
外
国
語
の
音
に

よ
り
近
い
書
き
表
し
方
を
す
る
場
合
が
あ
る
。

外
来
語
に
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
語
に
な
か
っ
た
事
物
や
考
え
方
を
表
現
す
る
言

葉
と
し
て
、
日
本
語
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
優
れ
た
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
む
や

み
に
使
う
と
内
容
が
伝
わ
り
に
く
く
、
相
手
が
戸
ま
ど
う
こ
と
に
な
る
。
相
手
や

場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
む
や
み
に
使
う
の
は
ひ
か
え
る
べ

き
で
あ
る
。

外
来
語

語

・
外
来
語
は
、
む
や
み
に
多
用
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
ま
す
か
。

ま
た
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

次
の―

線
の
言
葉
を
、
漢
語
・
和
語
・
外
来
語
に
分
類
し
ま
し
ょ
う
。

今
日
は
暑
い
の
で
、
泳
ぐ
と
気
持
ち
が
い
い
だ
ろ
う
な
あ
と
思
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
体
育
の
授
業
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
だ
っ
た
。
球
技
が
苦
手
な
わ
た
し

は
、
ゆ
う
う
つ
な
気
分
で
チ
ャ
イ
ム
を
聞
い
た
。

漢
語

和
語

外
来
語



３
．
外
来
語

外
来
語
は
外
国
か
ら
取
り
入
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
以
降
は
、

主
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ま
た
江
戸
時
代
末
期
以
降
は
、
英
語
、

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
西
欧
諸
国
か
ら
取
り
入
れ
た
語
が
増
え
た
。

外
来
語
の
一
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
形
が
変
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
元
の
国
で
は
通
じ
な
い
言
葉
に
な
っ
て
い
る
語
も
多
い
。
「
デ
パ
ー
ト
・

ス
ー
パ
ー
・
ジ
ー
パ
ン
・
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」
な
ど
。

外
来
語
は
、
一
般
に
片
仮
名
で
書
き
表
す
。
そ
の
際
、
例
え
ば
「
バ
イ
オ
リ

ン
」
と
書
く
代
わ
り
に
、
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
の
よ
う
に
、
元
の
外
国
語
の
音
に

よ
り
近
い
書
き
表
し
方
を
す
る
場
合
が
あ
る
。

外
来
語
に
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
語
に
な
か
っ
た
事
物
や
考
え
方
を
表
現
す
る
言

葉
と
し
て
、
日
本
語
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
優
れ
た
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
む
や

み
に
使
う
と
内
容
が
伝
わ
り
に
く
く
、
相
手
が
戸
ま
ど
う
こ
と
に
な
る
。
相
手
や

場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
む
や
み
に
使
う
の
は
ひ
か
え
る
べ

き
で
あ
る
。

外
来
語

語

・
外
来
語
は
、
む
や
み
に
多
用
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
ま
す
か
。

ま
た
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

内
容
が
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
る
。

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
必
要
。

次
の―

線
の
言
葉
を
、
漢
語
・
和
語
・
外
来
語
に
分
類
し
ま
し
ょ
う
。

今
日
は
暑
い
の
で
、
泳
ぐ
と
気
持
ち
が
い
い
だ
ろ
う
な
あ
と
思
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
体
育
の
授
業
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
だ
っ
た
。
球
技
が
苦
手
な
わ
た
し

は
、
ゆ
う
う
つ
な
気
分
で
チ
ャ
イ
ム
を
聞
い
た
。

漢
語

和
語

外
来
語

外
国
か
ら
取
り
入
れ
た

体
育

授
業

ゆ
う
う
つ
（
憂
鬱
）

暑
い

泳
ぐ

わ
た
し

プ
ー
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ャ
イ
ム



宿
題次

回
の
授
業
ま
で
に
や
る
勉
強
で
す
。

１
．
漢
字

今
日
の
授
業
で
書
い
た
新
出
漢
字
（
す
で
に
習
っ
た
漢
字
）
の
練
習
。

文
章
で
書
け
る
よ
う
に
、
新
出
漢
字
以
外
の
漢
字
も
復
習
の
た
め
練

習
を
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
音
読

「
麦
わ
ら
帽
子
」
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

３
．
漢
語
・
和
語
・
外
来
語

次
の
三
つ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

①

「
バ
イ
オ
リ
ン
」
と
書
く
代
わ
り
に
、
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
の
よ

う
に
、
元
の
外
国
語
の
音
に
よ
り
近
い
書
き
表
し
方
を
す
る
場
合
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
言
葉
に
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
例
を
探
し
て
み

よ
う
。

②

和
語
が
多
い
分
野
、
漢
語
が
多
い
分
野
、
外
来
語
が
多
い
分
野
が

あ
る
。
魚
の
名
前
、
野
球
の
用
語
や
す
も
う
の
用
語
、
体
の
器
官
の

名
前
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
言
葉
を
集
め
て
、
語
の
種
類
を
考

え
よ
う
。

③

元
来
は
同
じ
言
葉
を
表
す
言
葉
で
も
、
語
の
種
類
に
よ
っ
て
、
意

味
や
イ
メ
ー
ジ
が
違
っ
て
く
る
場
合
が
あ
る
。
「
ラ
イ
ス
・
ご
飯
・

飯
」
で
は
、
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
か
考
え
よ
う
。



お知らせ

１．質問があったら、メールをください。すぐお返事します。

２．自分が書いた文章を見てもらいたいときはメールで送って

くれれば、直して送り返します。

❖ メールアドレスは、 Akiko@JPNClass.com です。

❖ このビデオのスライドはWebページ http://JPNClass.com から

ダウンロードや印刷ができます。

JPN Class
Online school –日本語で学ぼう

mailto:Akiko@JPNClass.com
http://jpnclass.com/
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身
に
つ
け
た
い
力

７月 ６月 ５月 ４月

発
見
し
た
こ
と
を
伝
え
よ
う

ス
ピ
ー
チ
の
構
成
を
考
え
、

メ
モ
を
も
と
に
ス
ピ
ー
チ

を
し
よ
う
。

野
原
は
う
た
う

好
き
な
詩
を
、
登
場
す
る

生
き
物
の
気
持
ち
に
な
っ

て
朗
読
し
よ
う
。

一
年
間
の
学
習
を
通
し
て

先
生
の
話
を
聞
き
、
学
習

を
進
め
よ
う
。

話
す
／
聞
く

文
章
の
推
敲
と
原
稿
用
紙
の

使
い
方

推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
と
原
稿

用
紙
の
う
え
で
の
推
敲
の

仕
方
を
知
ろ
う
。
原
稿
用

紙
の
決
ま
り
を
確
か
め
よ

う
。

情
報
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う

自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と

に
つ
い
て
、
情
報
を
集
め
、

文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

発
見
し
た
こ
と
を
伝
え
よ
う

ス
ピ
ー
チ
の
構
成
を
考
え
、

ス
ピ
ー
チ
メ
モ
を
書
こ
う
。

野
原
は
う
た
う

自
分
の
好
き
な
生
き
物
を

選
ん
で
、
詩
を
作
ろ
う
。

新
聞
記
事

記
事
の
要
約
を
し
、
記
事

に
対
す
る
自
分
の
意
見y

a
k

や
感
想
を
書
こ
う
。

書
く

光
と
風
か
ら
も
ら
っ
た
贈
り

物筆
者
が
「
高
原
」
の
ど
ん

な
と
こ
ろ
に
、
言
葉
の
豊

か
さ
を
感
じ
て
い
る
か
を

と
ら
え
よ
う
。

ク
ジ
ラ
た
ち
の
声

ク
ジ
ラ
の
情
報
伝
達
に
関

す
る
二
つ
の
問
い
を
お
さ

え
、
音
の
役
割
、
海
中
で

の
情
報
伝
達
に
音
が
最
適

で
あ
る
理
由
を
つ
か
も
う
。

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て

各
図
の
説
明
を
通
し
て
、

も
の
の
見
方
に
つ
い
て
、

筆
者
が
述
べ
て
い
る
こ
と

を
と
ら
え
よ
う
。

野
原
は
う
た
う

作
者
が
生
き
物
の
姿
に
ど

ん
な
思
い
を
感
じ
て
い
る

か
を
、
読
み
取
ろ
う
。

に
じ
の
見
え
る
橋

少
年
の
行
動
や
心
情
に
着

目
し
、
に
じ
を
見
る
前
と

あ
と
の
気
持
ち
の
変
化
を

と
ら
え
よ
う
。

新
聞
記
事

新
聞
記
事
を
読
も
う
。

読
む

混
同
し
や
す
い
漢
字

形
が
似
て
い
た
り
音
が
同

じ
で
あ
っ
た
り
す
る
漢
字

を
知
り
、
間
違
え
て
使
わ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ

う
。

言
葉
の
単
位

文
節
や
単
語
に
区
切
る
方

法
を
知
ろ
う
。

漢
字
の
組
み
立
て
と
部
首

漢
字
の
部
分
の
よ
び
名
と

表
す
も
の
を
覚
え
よ
う
。

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の

違
い
を
お
さ
え
よ
う
。

言
葉



１２月 １１月 １０月 ９月 ８月

い
ろ
は
歌

仮
名
の
み
の
原
文
を
、
古

文
の
調
子
に
の
っ
て
読
み
、

聞
い
て
も
ら
お
う
。

話
す
／
聞
く

未
来
を
ひ
ら
く
微
生
物

環
境
問
題
に
つ
い
て
課
題

を
見
つ
け
、
レ
ポ
ー
ト
に

ま
と
め
よ
う
。

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た

ち
に
・
・
・

心
に
残
っ
た
こ
と
、
自
分

の
生
活
と
比
べ
て
ど
ん
な

こ
と
を
考
え
た
の
か
、
感

想
文
を
書
こ
う
。

手
紙
を
書
こ
う

手
紙
の
形
式
を
知
り
、
目

的
や
相
手
を
考
え
、
手
紙

が
書
け
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

さ
つ
き

読
み
取
っ
た
内
容
を
、
自

分
自
身
の
体
験
を
重
ね
て

感
想
を
書
こ
う
。

読
書
記
録

読
ん
だ
本
の
読
書
記
録
を

書
い
て
残
そ
う
。

書
く

未
来
を
ひ
ら
く
微
生
物

自
然
の
仕
組
み
の
中
で
、

微
生
物
の
働
き
が
、
環
境

問
題
の
解
決
ど
の
よ
う
に

利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
読

み
取
ろ
う
。

い
ろ
は
歌

古
文
の
言
葉
の
響
き
や
調

子
に
読
み
慣
れ
よ
う
。

蓬
莱
の
玉
の
枝

古
典
に
対
す
る
興
味
や
関

心
を
も
っ
て
読
も
う
。

今
に
生
き
る
言
葉

漢
文
独
特
の
言
い
回
し
に

慣
れ
よ
う
。
「
矛
盾
」
が

ど
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

ど
ん
な
意
味
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
確
か

め
よ
う
。

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た

ち
に
・
・
・

表
現
に
着
目
し
、
登
場
人

物
の
心
情
や
作
者
の
思
い

を
読
み
取
ろ
う
。

麦
わ
ら
帽
子

麦
わ
ら
帽
子
や
カ
モ
メ
に

対
す
る
マ
キ
の
気
持
ち
と
、

そ
の
移
り
変
わ
り
を
読
み

取
ろ
う
。

さ
つ
き

助
け
を
呼
び
に
走
る
場
面

や
、
助
か
っ
た
正
作
を
見

上
げ
る
場
面
の
、
惇
の
胸

中
を
表
す
言
葉
に
注
目
し

て
読
も
う
。

読
む

文
の
組
み
立
て

文
の
成
分
の
そ
れ
ぞ
れ
の

働
き
や
、
文
節
ど
う
し
の

関
係
を
理
解
し
よ
う
。

古
典
の
言
葉

文
語
と
口
語
の
違
い
を
考

え
よ
う
。

漢
字
の
音
訓

音
と
訓
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み

方
と
、
意
味
を
考
え
よ
う
。

漢
字
四
字
の
熟
語

漢
字
四
字
の
意
味
を
お
さ

え
よ
う
。

漢
語
・
和
語
・
外
来
語

漢
語
・
和
語
・
外
来
語
の

分
類
が
で
き
る
よ
う
に
な

ろ
う
。

言
葉

ほ
う
ら
い



３月 ２月 １月

話
す
／
聞
く

言
葉
を
調
べ
よ
う

言
葉
に
つ
い
て
の
課
題
を

調
べ
、
資
料
に
ま
と
め
る
。

心
に
残
る
思
い
で

今
ま
で
の
経
験
で
、
自
分

が
成
長
し
た
と
思
え
る
こ

と
や
、
変
わ
っ
た
と
思
う

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
文

章
に
ま
と
め
よ
う
。

江
戸
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

江
戸
の
知
恵
を
今
の
時
代

に
生
か
せ
る
こ
と
は
何
か

考
え
、
そ
れ
を
ま
と
め
よ

う
。

書
く

大
仏
様
は
「
に
っ
こ
り
」

し
て
い
ま
す

外
国
研
究
者
と
の
会
話
を

通
し
て
、
説
明
さ
れ
て
い

る
日
本
語
の
特
色
を
読
み

取
ろ
う
。

胸
の
底
の
人
と
言
葉
た
ち

人
や
言
葉
と
の
出
会
い
を

読
み
取
り
、
筆
者
が
わ
た

し
た
ち
に
願
う
こ
と
は
何

か
を
考
え
よ
う
。

少
年
の
日
の
思
い
出

登
場
人
物
の
心
情
の
移
り

変
わ
り
を
と
ら
え
、
生
き

方
を
考
え
よ
う
。

江
戸
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
た

江
戸
っ
子
の
生
活
と
、
そ

こ
か
ら
導
か
れ
た
筆
者
の

主
張
を
つ
か
も
う
。

読
む

〈
一
年
生
の
漢
字
〉

一
年
生
で
習
っ
た
漢
字
の

復
習
を
し
よ
う
。

漢
字
の
成
り
立
ち

漢
字
の
成
り
立
ち
を
お
さ

え
、
意
味
や
読
み
を
類
推

で
き
る
こ
と
を
知
ろ
う
。

指
示
す
る
語
句
と
接
続
す

る
語
句

指
示
す
る
語
句
と
接
続
す

る
語
句
の
種
類
や
用
法
を

理
解
し
よ
う
。

辞
典
を
活
用
し
よ
う

国
語
辞
典
、
漢
和
辞
典
の

の
使
い
方
を
知
り
、
実
際

に
様
々
な
言
葉
を
調
べ
て

み
よ
う
。 言

葉


